
 

 

今⽉号を担当させていただきます、看護師の薬師寺と申します。 

⾊とりどりの花に⼼躍る季節となりました。皆様いかがお過ごしでしょうか。 

私は、休みの⽇の朝は必ず、愛⽝と散歩することが⽇課となっています。冷え込む時期は、外に出

ることが億劫に思うこともありますが、お⽬⽬をクリクリさせて私を⾒てくる愛⽝の嬉しそうな表

情を⾒ると、背中をおされるような気持ちになります。散歩に出てしまうと、愛⽝の弾むような⾜

取りにつられて、澄んだ空気に触れ、町内に咲くかわいい桜花をめでながら散歩していると、私も

幸せな気持ちになり、ついつい散歩時間が⻑くなってしまいます。 

さて、4 ⽉ 13 ⽇より、いよいよ⼤阪・関⻄万博が開幕しましたが、皆さんは、現地に出向くご予

定はありますか︖私は、55 年ぶりに⽇本で開催される万国博覧会なので⼀度は訪れてみたいと思

っています。今回は、その万博について調べてみました。 

万博とは、国際博覧会条約に基づき、フランスのパリに本部を置く博覧会国際事務局に登録された

国際博覧会のことです。万博のはじまりは、1851 年に「第 1 回ロンドン万国博覧会」です。 

下記のように、⽇本の万博は、1867 年のパリ万博の出展を⽪切りに、1970 年の⼤阪万博の開催

を経て、今年の⼤阪・関⻄万博の開催へと続いています。 

《⽇本で開催された万博》 

1. 1970 年 ⽇本万国博覧会（⼤阪万博） 

2. 1975 年 沖縄国際海洋博覧会（沖縄海洋博） 

3. 1985 年 国際科学技術博覧会（つくば博） 

4. 1990 年 国際花と緑の博覧会（花博） 

5. 2005 年 2005 年⽇本国際博覧会（愛・地球博） 

約 150 年前の 1867 年、⽇本が初めて万博に参加したことが、まずは驚きです‼その後、⽇本万

国博覧会の⾃国開催まで約 100 年の時間を要した事になります。初めて⽇本で万博が開催された

1970 年から 55 年間の中で、⽇本で万博が開催されたのは過去 5 回で、6 つ⽬に開催される万博

が、今年の⼤阪・関⻄万博になるのですね。⼤阪・関⻄万博は、まだまだ国⺠の関⼼が薄く、盛り

上がりに⽋ける開幕になりました。1970 年⼤阪万博から広がったファミリーレストラン、ワイヤ

レステレフォン、電気⾃動⾞、歩く歩道などの⽂化や技術は、現代では“当たり前の⽣活の⼀部”に

なりました。今回の万博で注⽬されている“空⾶ぶクルマ”はすでに実証実験は始まっているようで

す。未来では、この“空⾶ぶクルマ”が、同じように“当たり前の⽣活の⼀部”になっているかもしれ

ません。夢の技術が現実になる“未来のすがた”は、⼀⾒の価値があるかもしれませんね。 

いよいよ新年度がスタートし、私たちは、⼼新たな気持ちで毎⽇、利⽤者さまのもとへ、笑顔も⼀

緒にお届けできたら良いなと思っています。 

今年度もツカザキ訪問看護ステーション広畑・サテライト下⼿野・網⼲をよろしくお願い致します。

 

いつもお世話になっております。 

平素は格別のお引き⽴てを賜り、厚くお礼申し上げます。 

当通信は、ツカザキ訪問看護ステーション広畑・サテライト下⼿野の広報誌になります。

現在の当ステーションの空き状況や近況をお伝えできればと思い毎⽉作成しておりま

す。何卒宜しくお願い致します。 

 


